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□スタッフ 平成23年10月1日時点

役職 氏　　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 長 勝 島　 慎 二

日本消化器病学会指導医・同評議員
日本消化器内視鏡学会指導医
日本医学放射線学会放射線科専門医
日本内科学会認定内科医
日本がん治療認定医機構がん治療暫定教育
医・認定医
日本消化器がん検診学会認定医

消化器内科
一般

肝疾患
炎症性腸疾患

医 長 島　 伸 子
日本消化器病学会消化器病専門医
日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門医
日本内科学会認定内科医

消化器内科
一般

消化管X線検査
内視鏡検査・
治療

医 長 水 本　 吉 則
日本消化器病学会指導医
日本消化器内視鏡学会指導医
日本内科学会総合内科専門医

消化器内科
一般

消化管・胆・
膵の内視鏡検
査・治療全般
炎症性腸疾患

医 員 米 田　 俊 貴
日本消化器病学会消化器病専門医
日本肝臓学会指導医
日本内科学会指導医

消化器内科
一般

肝疾患

医 員
(健 診 部 ）

北 岡　 修 二

日本消化器病学会指導医
日本消化器内視鏡学会指導医
日本肝臓学会専門医
日本内科学会総合内科専門医
日本医師会認定産業医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医

消化器内科
一般

内視鏡検査・
治療
産業保健

医 員 友 野　 輝 子

日本消化器病学会消化器病専門医
日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門医
日本内科学会認定内科医
日本医師会認定産業医
ICD協議会認定インフェクションコント
ロールドクター

消化器内科
一般

消化管・胆・
膵の内視鏡検
査・治療全般
E U S 、 E U S -
FNA

医 員 江 坂　 直 樹
消化器内科
一般

小腸内視鏡、
緩 和 医 療、
PEG

医 員 遠 藤　 文 司

日本内科学会認定内科医
日本医師会認定産業医
ICD協議会認定インフェクションコント
ロールドクター

消化器内科
一般

胆道･膵疾患
検査・治療

医 員 太 田　 義 之
消化器内科
一般

消化管疾患

科　名：消化器科

健診部長

前川　高天

専門医資格等　日本消化器病学会指導医

　　　　　　　日本消化器内視鏡学会指導医・同評議員

　　　　　　　日本内科学会認定内科医

　　　　　　　日本ヘリコバクター学会　H.Pylori(ピロリ菌)感染症認定医

専 門 分 野　消化器内科一般

得 意 疾 患　消化管疾患
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□診療科の特徴

施設認定等

日本消化器病学会認定施設

日本消化器内視鏡学会指導施設

日本肝臓学会認定施設

１．三次救急病院の消化器内科として、緊急内視鏡検査（ERCP含む）治療・PTCDなどに24時間対応

２．地域がん診療連携拠点病院の消化器内科として消化器癌全般の診断と早期癌の内視鏡的あるいは経皮的

治療に全て対応

３．地域医療支援病院の消化器内科として紹介による内視鏡検査の実施、PEG/PTEGの造設・管理に対応

４．炎症性腸疾患の専門診療を実施

５．多数の慢性肝疾患症例を専門的に診療

□代表的診療対象疾患

消化器癌全般（食道、胃、大腸、肝臓、膵臓、胆嚢･胆管系）、炎症性腸疾患（クローン病、潰瘍性大腸炎）

急性および慢性肝疾患（ウイルス性、自己免疫性）、肝硬変、ヘリコバクタｰ感染症関連疾患（消化性潰瘍、

MALT)

□診療（業務）内容

消化器内科一般外来および肝臓専門外来

上部消化管、下部消化管内視鏡検査および治療

ERCPおよびERCP関連治療

PTCおよびPTC関連治療

EUSおよびEUS-FNA

小腸内視鏡（カプセルおよびバルーン内視鏡）

炎症性腸疾患に対する免疫療法（免疫抑制剤、生物学的製剤）

慢性ウイルス性肝炎に対する抗ウイルス療法（インターフェロン、核酸アナログ）

肝癌に対する経皮的治療

セカンドオピニオン外来

内視鏡技師の育成

レジデント 田 中　 義 人
消化器内科
一般

消化管疾患

専 修 医 太 田　 励
日本ヘリコバクター学会　H.Pylori(ピロリ
菌)感染症認定医

消化器内科
一般

消化管疾患

専 修 医 出口　美智代
消化器内科
一般

消化管疾患

入院患者数

１日平均患者数 新入院患者数 平均在院日数

2011年度 56.1 1439 14.6

外来患者数

１日平均患者数 紹介率 逆紹介率

2011年度 126.6 74.5% 38.2%
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□地域医療連携・広報活動

深草消化器医療連携の会2011年8月27日（地元医師会と）

伏見医師会癌医療病診連携の会2011年9月10日（肝癌について勝島医師講演）

伏見医師会癌医療病診連携の会2011年11月26日（大腸癌について水本医師講演）

京都消化器医会定例学術講演会2011年5月14日（ピロリ菌除菌療法の近況と問題点について前川医師講演）

第19回京都糖尿病医学学術講演会2011年6月25日（生活習慣病からNASH ～肝硬変に至った症例について米田

医師症例検討）

第19回京滋消化器内視鏡治療勉強会2011年7月21日（緩和医療における消化管ステントについて水本医師講

演）

第9回慢性肝炎カンファレンス2011年12月3日（IFNの第三世代治療について米田医師講演）

第9回慢性肝炎カンファレンス2011年12月3日（C型肝硬変に対する抗ウィルス療法について勝島医師講演）

第6回消化器循環器JOINT FORUM2012年3月3日（H.pylori除菌療法の現状と問題点について前川医師講演）

FM845　カラダ元気　2011年11月29日（胆石について遠藤医師）ラジオ出演

FM845　カラダ元気2011年12月13日（胃がん検診について北岡医師）ラジオ出演

伏見栄養療法・胃瘻研究会2011年10月1日・2012年3月17日（地元医師会と開催）

年 場　所 内　　　　　　　　　　　　　容

2011 国内学会
水本吉則ら.下部食道癌・噴門部胃癌対する逆流防止Niti-S Esophageal Stent(ロングカバータイプ)の有
用性.第81回日本消化器内視鏡学会総会.2011年8月17日；名古屋

2011 国内学会
水本吉則ら.ERCP検査・治療に対する卒後研修の試み.第81回日本消化器内視鏡学会総会.2011年8月17
日；名古屋

2011 国内学会
太田義之ら.大腸内視鏡検査における術者熟練度別にみたCO2 送気の有用性.第81回日本消化器内視鏡
学会総会.2011年8月17日；名古屋

2011 国内学会
遠藤文司ら.ERCP後膵炎の発症予防を目的とした内視鏡的胆道ドレナージにおける適切なチューブ
口径の選択.第81回日本消化器内視鏡学会総会.2011年8月18日；名古屋

2011 国内学会
田中義人ら.当院で経験した胆管内乳頭状腫瘍(IPNB)3例の臨床病理学的特徴.第81回日本消化器内視
鏡学会総会.2011年8月18日；名古屋

2011 国内学会
水本吉則ら.大腸ESDの安全性に関する検討.第81回日本消化器内視鏡学会総会.2011年8月19日；名古
屋

2011 国内学会
北岡修二ら.経鼻内視鏡検査における適応型IHb色彩強調画像併用観察の有用性.第81回日本消化器内
視鏡学会総会付置研究会第１回経鼻内視鏡研究会.2011年8月19日；名古屋

2011 国内学会
米田俊貴.勝島慎二ら、HCVの自然排除群の関連遺伝子の検索―IL28B遺伝子とHLA抗原の多型性の
検索を中心に.第47回日本肝臓学会総会.2011年6月3日；東京

2011 国内学会
米田俊貴ら.Genotype2 HCV症例におけるIFN非著効サブポピュレーション.第47回日本肝臓学会総
会.2011年6月3日；東京

2011 国際学会
Teruko Tomono et al. Natural History of Gastrointestinal Stromal Tumors(GISTs). Digestive Didease Week 2011.2011
年5月7日；chicago　USA

2011 国内学会
米田俊貴ら.日本人原発性胆汁性肝硬変における免疫関連分子の遺伝子多型の解析.　第47回日本肝
臓学会ワークショップ自己免疫性肝疾患. 2011年6月3日；東京

2011 国内学会
米田俊貴ら.核酸アナログ未治療のB型慢性肝炎疾患に対するエンテカビルの治療成績.　第47回日本
肝臓学会ポスターセッションB型肝炎. 2011年6月2日；東京

2011 国内学会
友野輝子ら.EUS-FNAの基本.第81回日本消化器内視鏡学会総会パネルディスカッション.2011年8月19
日；名古屋

2011 国内学会
北岡修二ら.経鼻内視鏡検査における適応型IHb色彩強調画像観察の有用性.JDDW2011福岡ワーク
ショップ.2011年10月21日；福岡

2011 国内学会
米田俊貴ら.ジェノタイプ2難治例に対する再治療はいかに臨むべきか.第39回日本肝臓学会西部会一
般演題.2011年12月9日；岡山

2011 研究会発表 田中義人ら.胆管内乳頭状腫瘍（IPBN)の一例.　第30回京大消化器症例検討会.2011年6月11日；大阪

□学術活動報告（学会・研究発表など）

主な手術・検査の件数など

上部消化管
内視鏡検査

下部消化管
内視鏡検査

ERCP 食道･胃ESD 大腸ESD
肝癌ラジオ波

焼灼術

2011年度 6,031件 2,537件 462件 97件 50件 96件
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2011 研究会発表 田中義人.大腸の平坦隆起性病変の一例.　第4回京都大腸内視鏡研究会.2011年6月24日；京都

2011 研究会発表
松本　淳ら.急速な増大を示したforegut cystの一例.　第31回京大消化器症例検討会.2012年1月7日；京
都

2011 研究会発表
米田俊貴ら.IFN著効判定後にHCV-RNAの再出現をみた3例.第12回R24肝臓カンファレンス.2012年1月
14日；奈良

2011 研究会発表
田中義人.当院で経験した胆管内乳頭状腫瘍の臨床病理学的特徴.第4回京都胆道カンファレンス.2012
年1月19日；京都

2011 研究会発表 水本吉則.レミケード増量（10ｍｇ/ｋｇ）投与に寄せる期待.Inflixmab CD Seminar.2012年3月17日；京都

2011 研究会発表
米田俊貴.PEG-IFN市販後のC型肝炎に対するIFN治療の変遷.平成23年度第2回国立病院機構共同臨床
研究・厚生労働科学研究費補助金合同班会議.2012年2月3日；長崎

□投稿論文など

年 著書・雑誌名 内容

Apr-11 臨床腫瘍プラクティス 悪性消化管閉塞に対する内視鏡ステント、水本吉則ら

Sep-11 病理と臨床
巨大嚢胞性病変を呈した膵退形成癌の一剖検例、南口早智子、勝島慎二
ら

Oct-11 肝臓
C型慢性肝炎に対するペグインターフェロンα2a少量療法はグリチルリ
チン製剤に比して有意にALT値およびAFP値を低下させる、勝島慎二ら

Feb-12 Gastroenterological Endoscopy 胃粘膜下腫瘍様病変に対する内視鏡的粘膜下層剥離術(ESD)が診断に有
用であったサルコイドーシスの1例、遠藤文司ら

Mar-12 肝胆膵画像 肝副葉に生じた肝血管腫の1例、遠藤文司ら

Nov-11 Gut Online
Hepatitis B virus strains of subgenotype A2 with an identical sequence spreading 
rapidly from the capital region to all over Japan in patients with acute hepatitis B；
Toshiki Komeda et al.


